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岡山県の糖尿病医療連携・チーム医療の深化を目指して

岡山県糖尿病医療連携推進事業  おかやまDMネット
ホームページ https://www.ouhp-dmcenter.jp/project/

連携医療機関紹介

最近のトピックス 

世界初の週一回投与可能な 
持効型インスリン製剤 
～インスリンイコデク（アウィクリ®）について～

うまレピ！ 
秋刀魚のユーリンチー風
Diabetes Nurse Letter 
患者さんの足を守る！ 
フットケアのすすめ

特集 

糖尿病患者を
いつ循環器内科へ紹介するか？
―循環器病を早期に見つけるために―
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●はじめに
糖尿病患者さんを診療していると、「血糖値やHbA1c

は落ち着いているけれど、循環器内科に紹介した方がよい
だろうか」と迷うことはないでしょうか。糖尿病患者では、
冠動脈疾患、心不全、心房細動、末梢動脈疾患（PAD）など
の循環器病を合併しやすいことが知られています。しかし、
これらの疾患は初期には自覚症状が乏しく、気づかないう
ちに進行していることも少なくありません。近年は、循環
器病を発症してから治療するのではなく、発症前あるいは
早期の段階で発見し介入することの重要性が強調されて
います。そのためには、糖尿病診療に携わる医療者と循環
器専門医との連携が欠かせません。
本稿では、糖尿病患者において循環器病を疑うポイント

と、循環器内科へ紹介を検討すべきタイミングについて解
説します。

●�心不全は症状が出る前に見つける
近年、心不全は発症前の段階（pre-heart failure）から

診断・介入することが重要と考えられています。
糖尿病患者では、少なくとも年1回は以下を確認しまし

ょう。

● BNPまたはNT-proBNP　　● 心電図

特に、BNP 35 pg/mL以上（NT-proBNP 125 pg/
mL以上）の場合には心不全の可能性があります。
また、労作時息切れ、下腿浮腫、体重増加、夜間呼吸困

難などがあれば循環器内科への紹介を検討します。

●動脈硬化を「見える化」する
糖尿病患者では、症状がなくても動脈硬化が進行している

ことがあります。特に、40歳以上または糖尿病罹病歴が10
年より長い場合は、血管の機能·画像検査を行いましょう。
その評価に有用なのが下記です。

● ABI（足関節上腕血圧比）　　● CAVI（または脈波伝播速度） 
● 頸動脈エコー　　● 非造影心臓CT（アガストンスコア）

ABI＜0.9、CAVI＞9.0、頸動脈プラークあり、頸動脈
IMT肥厚、アガストンスコア＞400、の場合は循環器病リ
スクが高い可能性があります。

●こんな患者さんは循環器内科へ
次のような場合は循環器内科への相談を考慮してくださ
い。

心不全が 
疑われる場合

● BNPまたはNT-proBNP高値
● 心電図異常
● 息切れや浮腫

冠動脈疾患が 
疑われる場合

● 胸痛·胸部圧迫感
● 虚血性心電図変化

不整脈が 
疑われる場合

● 動悸
● 心房細動

PADが 
疑われる場合

● 間欠性跛行·足の冷感
● ABI低値

●循環器内科で何をするのか
循環器内科では、心エコー図検査、冠動脈評価、不整脈

評価、PAD評価を行います。異常が見つかった場合には、
薬物治療、心不全予防、動脈硬化進展予防につなげること
ができます。

●おわりに
糖尿病患者の循環器病は、症状が出てからではなく、症

状が出る前に見つける時代になっています。「まだ症状が
ないから大丈夫」ではなく、「今なら予防できるかもしれな
い」という視点で循環器内科と連携することが大切です。

 特 集
糖尿病患者をいつ循環器内科へ 
紹介するか？
―循環器病を早期に見つけるために― 岡山大学　学術研究院医歯薬学域 

　循環器内科学

三好　亨

・心血管イベントの予防
・心不全の進行抑制
・生命予後、QOLの改善

・心機能評価
・心不全の有無

・虚血評価
  （心電図・負荷検査）
・冠動脈CT・CAG

・心房細動の有無
・必要に応じて
  ホルター心電図

・ABIの再評価
・下肢血管エコー
　　　　　　など

心エコー 冠動脈評価 不整脈評価 PAD評価

異常あり（検査異常または症状あり）

●BNPまたはNT-proBNP

●心電図

●ABI

●CAVI（またはPWV）

●頸動脈エコー

BNP≧35pg/mL
NT-proBNP≧125pg/mL

不整脈・虚血性変化の確認

ABI＜0.9はPADの可能性

動脈硬化・血管機能の評価

頸動脈プラークの評価

毎年確認

糖尿病患者

循環器内科紹介

早期介入
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災害時の糖尿病医療支援
－JADEC公式LINEアカウントの紹介－

糖尿病のある人、特にインスリン治療を必須とする

人は災害発生時にインスリン治療を行えない環境に

陥ると生命の危機に直面すると言われています。

JADEC（旧日本糖尿病協会）はこうしたリスクを減ら

す目的で、LINE公式アカウントを利用した登録システ

ムを構築し、運用を開始しています。

このシステムは、インスリン治療を必須とする人を

対象として、居住地や治療内容を予めLINEアカウン

トに登録しておくものです。そして、災害発生時にイン

スリンを持ち出せなかった場合に位置情報をLINEで

送信すると、JADECから被災地での薬剤の入手方法

等の情報が提供されるようになっています。なお公式

LINEアカウントに登録するにあたっての、JADEC会

員の登録は不要となっています。

すでに、このシステムを使った防災訓練が実施され

始めています。第1回目ではLINE上の情報受発信を

スムーズに行うためのテストが行われました。登録者

が、災害モードになったLINE画面からSOS情報を送

信すると、本部の管理者が情報をトリアージし、内容

に応じた返信をするという流れで、約100人が参加し

ました。この訓練では、情報の送受信に大きなトラブ

ルはなく、このシステムが有効に稼働することが確認

できたと報告されています。また訓練後の参加者アン

ケートでは、「防災準備に向けて動くきっかけとなっ

た」等の意見が寄せられているようです。

このシステムはいざという時の備えの役割を果た

すものです。日頃からインスリン治療を行っている人

にぜひ登録をお勧めください。また今回紹介した糖尿

病のある人向け公式LINEアカウントの他に、糖尿病

医療に従事する人向けの公式LINEアカウントも用意

されています。

お知らせ

インスリン治療がインスリン治療が
必須の方用QR必須の方用QR
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かかりつけ医（総合管理）	 地域で糖尿病診療に取り組む医療機関をご紹介します

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝祭日

午前  9:00～12:30
（受付 8:00～12:30）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午後 15:30～18:00
（受付 15:00～18:00）

◯ ◯ ◯ ◯

ナガヒロ医院
院長◦永廣　格

日常の治療・管理を

おこないます。

必要時には専門医を

ご紹介します。  

往診も随時承ります

のでお気軽にご相談く

ださい。

2

鴨方

駅前
団地東

駅前
団地西

155

64

64

コープ

エディオン

セブン
イレブン

セブン
イレブン

ENEOS

鴨方高

浅口市役所

鴨方川

旧玉
島街
道

60

タカキ
ベーカリー

◦住所　�〒719-0243 
岡山県浅口市鴨方町鴨方 
1837-1

◦TEL	 0865-44-5665

◦休診日　�日曜、祝日
◦HP　�https://nagahiroiin.web. 

fc2.com/

※ 木曜、土曜午後は手術日

医療法人博優会　大森クリニック
院長◦大森裕也

　

大森皮膚科医院を前身とする当院は、平成28年5月よ
り循環器・外科・皮膚科を専門とする大森クリニックとし
てリニューアルしました。地域に密着した診療をモットー
としており、近隣の基幹病院と連携を取りながら幅広い
診療を心がけています。糖尿病を含む生活習慣病全般を
診療するとともに、動脈硬化に起因する狭心症・心筋梗
塞などの循環器疾患の予防・管理を行っております。ま
た、糖尿病に関連した掻痒症や皮膚疾患、下腿潰瘍の処置なども同時に診療可能です。

◦住所　〒700-0821
	 岡山市北区中山下1-6-18
◦TEL	 086-222-6369
◦FAX	 086-201-7164

◦休診日　木曜、日曜、祝日
◦HP　https://ohmori-heart.com/

ハレまち
通り

表
町
商
店
街

岡山中央
郵便局

クレド岡山

天満屋

柳
川
筋

柳川 城下

旭
川

東中山下
公園

県庁通り

桃太郎大通り

180

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝祭日

午前  9:00～12:30 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午後 15:00～18:00 ◯ ◯ ◯ ◯



5

OKAYAMA DM NET JOURNAL ⃝ 2026 the thirty fifth issue

歯科施設

東原歯科医院
院長◦東原慶和

定期的に口腔内
を写真データとして
保存し、口腔ケアに
よる経過を説明し
ながら現況を把握
していただきます。
内科医からのデー
タを参考にし、診療方針を決定いたしますので、経過データをご持参ください。遠慮なくご相談ください。

山陽新幹線

山陽本線・伯備線

RSK
バラ園

支那そば
餐休マクドナルド

ローソン

旧鴨方往来

庄小

庄中央
公園

セブン
イレブン

庄中

ミスター
バーク

白壁の里 庄屋

武野屋

389 73

162

清心中・
清心女子高

旧２号線

みつ星歯科クリニック
院長◦藤井　武

当院では、糖尿病をはじめ
とする生活習慣病と歯周病の
関連性を重視し地域医療機関
との医科歯科連携を積極的に
推進しています。かかりつけ
医と情報共有を行いながら、
科学的根拠に基づく歯周病治
療・継続的な口腔管理を実践し、全身の健康維持と健康寿命の延伸に貢献する歯科医療を目指しています。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝祭日

午前  9：00～13：00
（受付 9：00～12：30）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午後 14：00～18：00
（受付 14：00～17：30）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※

伯備
線
山陽本線

ジェームス

ファミリー
マート

岡山
ドーム

セブン
イレブン

BRANCH
岡山北長瀬

鴨
田
跨
線
橋

岡
山
西
バ
イ
パ
ス

岡山市立
市民病院

ユニクロ ココス

旧2号線
ホンダ
カーズ

トヨタ
カローラ

北長
瀬

岡山
ヤング
ボウル

胡
麻
田
地
下
道

162

180

◦住所　�〒700-0962 
岡山市北区北長瀬表町2-17-80 

（BRANCH岡山北長瀬2階）
◦TEL	 086-241-0333

◦FAX	 086-241-0335
◦休診日　日曜、祝日
◦HP
　https://www.mitsuboshi-shika.com/

※ 土曜午後　診療時間14：00～17：00（受付14：00～16：30） 

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝祭日

午前  9：00～12：00
（受付 9：00～11：30）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

午後 14：30～19：00
（受付 14：30～18：30）

◯ ◯ ◯ ◯ ※

◦住所　�〒701-0112 
倉敷市下庄469-7

◦TEL	 086-462-8241
◦FAX	 086-454-4881

◦休診日　木曜午後、日曜、祝日
◦HP
　https://www.higashihara-dental-office.com/

※ 土曜午後　診療時間14：30～17：00（受付14：30～17：00）
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世界初の週一回投与可能な
持効型インスリン製剤

～インスリンイコデク（アウィクリ®）について～

良質な血糖管理のために生理的なインスリン分泌

パターン再現のために超速効型と持効型インスリン

を併用した強化インスリン療法は非常に有用な治療

法である。超速効型や超超速効型は皮下注射後に速

やかに吸収され、効果発現が迅速で、かつ作用時間が

3～4時間程度であり、次の食事までには効果が消失

して用量調節が容易であることが特徴である。また、

持効型は作用効果のピークがない24時間平坦な効果

が持続することが理想であり、ともにアミノ酸置換

などの遺伝子工学的な手法を用いたアナログインス

リンとして進化し続け、生理的な基礎・追加インスリ

ン分泌パターンの再現可能な理想的な治療の実践が

可能となった。ただし、1日4回の注射は患者さんに

とっては負担感が強く、さらに現在の高齢化社会で

は自己注射が困難となるご高齢の糖尿病患者さんの

増加は極めて重要な治療課題となっている。注射回

数の減少の面からは、週1回投与可能なインスリン製

剤の登場は待ち望まれ、研究開発が進んでいたが、本

邦で2024年6月に世界発の週1回型持効型インスリ

ン製剤として、ノボノルディスクファーマ社からイ

ンスリンイコデク（商品名:アウィクリ®、以下アウィ

クリ）が製造販売承認され、2025年1月から使用可能

となった。

アウィクリは従来の持効型インスリンのデテミル

（レベミル®）やインスリンデグルデク（トレシーバ®）
と同様に脂肪酸側鎖付加（アウィクリではインスリン

のB 鎖29位のリジンを炭素数20 のイコサン二酸で

脂質化）により、血中アルブミンと強力かつ可逆的に

結合し、アルブミンからの緩徐な放出により作用時

間の延長を獲得した。この技術革新により薬剤半減

期は約196時間に延長されたことが週1回投与可能

の根拠となっている。さらにイ

ンスリン受容体との結合低下によ

りクリアランスの減少がもたらされ、長時間の安定

した効果発現が得られ、週1回投与が可能となった。

他にも溶解性向上のため複数のアミノ酸置換や欠失

の修飾が施されている。

大規模臨床試験であるONWARD試験1)でその有

用性・安全性が確認され、本邦では2025年1月から使

用可能となり急速に普及している。

実際の使用に際しては、従来の持効型インスリン

からの切り替え時は、まず、単純に従前持効型インス

リン量の7倍（1日10単位であれば70単位）に初回投

与のみは1.5倍、すなわち105単位と投与し、2回目以

降は70単位で継続し、適宜用量調節する。注射目盛

りは10単位刻みであり、注意が必要である。さらに

週1回の投与であるのに、連日投与してしまった過剰

投与のケースがPMDAからすでに報告されており、

使用開始にあたり患者さんやご家族への十分な指導

が必要である。フレイルや認知機能の低下がある症

例で注射回数の減少による治療負担の減少、注射ア

ドヒアランス向上による、血糖管理の改善も期待で

きる。海外では欧州やカナダ、中国でも使用され、本

年8月から米国でも使用可能となるなど、今後も世界

的に使用頻度が高まると考えられる。

他にも他社からFc結合型のインスリン製剤である

efsitora alfaが開発中であり、同製剤は大規模臨床

試験QWINT試験2)で有用性が証明されており、2剤

目の週1回型製剤が登場する可能性が高い。

倉敷中央病院 糖尿病内科
亀井 信二



7

OKAYAMA DM NET JOURNAL ⃝ 2026 the thirty fifth issue

秋刀魚（3枚おろし） �  80g
酒 �  小さじ1/2
こしょう �  少々
おろし生姜 �  2g
片栗粉 �  8g
★長ねぎ �  20g
★おろしにんにく �  0.5g

材料/1人分  �

【ひとこと】　秋刀魚（サンマ）は、EPA（エイコサペ
ンタエン酸）が豊富に含まれる青魚の代表です。青
魚は良質なたんぱく質を豊富に含み、食後の血糖値
スパイクを防ぎ、急激なインスリン分泌を抑える効
果があります。また、EPAは中性脂肪を減らすだけ
でなく、抗炎症作用もありインスリン抵抗性を改善
します。油を使わず焼くことで、エネルギーカットだ
けでなく、EPAが油に溶け出し失われるのを防ぎま
す。野菜もしっかり摂ることができ
る主菜としておすすめです。

栄養価（1人分）

エネルギー295kcal　たんぱく質16.2g

脂質20.5g　炭水化物15.2g　食塩相当量0.7g

食物繊維2.4g

つくり方 �

① �3枚おろしの秋刀魚を食べやす
い大きさ（約5㎝程度）に切り分
ける。

② �秋刀魚に酒とおろし生姜をつ
け、5分程置き臭み消しをする。
軽くふき取った後にこしょうを
ふりかけ下味をつけ、片栗粉を
まぶす。

③ �長ねぎはみじん切り、水菜は約
3㎝に切る。玉ねぎ・紫玉ねぎ

は薄くスライスした後、水にさ
らしておく。

④ �★を全て混ぜ合わせ、たれを作
っておく。

⑤ �フライパンに魚焼き用ホイル
をしき、秋刀魚を両面がこんが
りするまで焼き上げる。

⑥ �お皿に水菜、玉ねぎ、紫玉ねぎ
を盛り付けて、その上に秋刀魚
を乗せ、たれをかけて完成。

� � � � � � � � � � �� � � � � � � � �
��� ��

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

低温やけどをご存じですか？ 足の感覚障害（神経障害）がある患者さんにはとても危険なリスクと
なります。低温やけどのことをよく知って予防し、足を守りましょう。

参考文献 ・一般社団法人日本熱傷学会　　https://www.jsbi-burn.org/ippan/chishiki/preventive.html
 ・日本カイロ工業会　　https://www.kairo.jp/useful/yakedo/
 ・一般社団法人日本創傷外科学会　　https://www.jsswc.or.jp/general/yakedo.html

����������

＊低温やけどの他にも入浴の際に、足の感覚異常のため熱いと気づかずに高温の風呂に入るなどのリスクがあるため、湯の温度
を手で確かめてから入るなどの安全確保を習慣化しましょう。

＊見た目が軽症でも深部が熱傷を起こしていることがあるため、自己判断せず医師の診察をうけましょう。

������

・比較的低い温度でも長時間接触するとやけどが生じる。
・通常のやけどと違い、痛みが弱いため気づきにくい面がある。
・持続的に押し付けられることで局所の血流が悪化する。
・表面は赤み程度でも、脂肪層や筋肉にまでダメージが
及ぶことがあるため、見た目より重症ということもある。
（深部組織が先に損傷しやすい）

����
・熱源を直接肌にあてない、離す、布で巻く、布の
上にあてるなど。
・電気毛布・ホットカーペットは長時間は危険なの
で、就寝時は電源を切る。

�����������
��
�
・こたつやホットカーペットで寝る。
・使い捨てカイロや湯たんぽ等の熱源を直接肌に当てる。
・末梢神経障害がある場合、熱さや痛みを自覚できずに
気づくのが遅れる。

Ⅰ度
表皮のみの損傷

Ⅱ度
真皮までの損傷

浅達性

深達性
Ⅲ度
皮下までの損傷

監修
川崎医科大学附属病院　栄養部

本多　唯

秋刀魚のユーリンチー風

★七味 �  少々
★しょうゆ �  小さじ1/2
★酢 �  小さじ1
★砂糖 �  2g
水菜 �  25g
玉ねぎ �  30g
紫玉ねぎ �  30g
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編集後記
熊本地震、千葉豪雨による被害に遭われたすべての皆様にお見舞い申し上げ

ます。今回、特集横に平時からの災害時の備えとしてJADEC（日本糖尿病協会）が運営している公式
LINEを紹介しております。ぜひご一読ください。� （和田嵩平）

令和8年度糖尿病県民公開講座

入場無料

主催：公益社団法人岡山県医師会

岡山県医師会館 三木記念ホール
（岡山市北区駅元町19-2）

令和8年

11月1日（日） 13:00～15:15開催
日時 会場

講演

定員300名

糖尿病・肥満・動脈硬化の危険な三角関係―あなたとご家族を守るために
千葉大学学長　横手 幸太郎先生

今日からできる！ ボルグ指数で見つける“ちょうどいい運動”
心臓病センター榊原病院　吉沢 祐子先生

糖尿病を知って延ばそう健康寿命
講演会前11:00より

「血糖測定」「食事相談」実施

お知らせ

糖尿病総合管理医療機関 認定・更新研修会
対象  医師

ハイブリッド 〈会場・オンライン（Zoom）〉
日時：令和8年10月4日（日）13：00～15：30
会場：岡山県医師会館（岡山市北区駅元町19-2）

オンライン 〈Zoom〉
日時：令和8年11月5日（木）19：00～21：30

令和8年度おかやま糖尿病サポーター 交流会
対象  糖尿病サポーターの認定を受けている方、糖尿病診療にかかわる医療職の方

※更新研修会Bの単位取得可（注：認定研修会ではありません）

おかやま糖尿病サポーター交流会 in 新見
日時：令和8年10月3日（土）13：30～15：30
会場：�NiU新見駅西サテライト 

スタディラウンジ 
（新見市西方463-11）

おかやま糖尿病サポーター交流会 in 岡山
日時：令和8年11月8日（日）13：30～15：30
会場：�岡山大学病院 

地域医療人育成センターおかやま3階 
（岡山市北区鹿田町2-5-1）

令和8年度おかやま糖尿病サポーター 更新研修会
対象  糖尿病サポーターの認定を受けている方

おかやま糖尿病サポーター更新研修会A
日時：令和8年10月25日（日）13：00～16：00
会場：岡山大学病院　地域医療人育成センターおかやま3階（岡山市北区鹿田町2-5-1）

おかやま糖尿病サポーター更新研修会B　随時開催中

eラーニング
でも

受講できます!

参加の申込みは
ウェブサイトからどうぞ！
おかやまDMネット 検索


